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は
じ
め
に
近
年
、
行
政
あ
る
い
は
公
共
性
な
ど
を
キ
イ
ワ
ー
ド
と
し
て
近
世
後
期
及
び
近
世
か
ら
近
代
移
行
期
の
村
落
論
が
様
変
わ
り
し
つ
つ
あ
（１）る。それは、従来提一不されていた近世の村落支配の特質で
あ
る
村
請
制
や
村
役
人
の
機
能
や
性
格
を
、
当
該
時
期
の
村
落
や
農
民
の
視
座
か
ら
意
味
づ
け
直
そ
う
と
す
る
研
究
で
あ
る
。
さ
て
、
近
世
後
期
か
ら
近
代
移
行
期
の
社
会
構
造
を
説
明
し
た
世
（２）
直
し
状
況
論
で
は
、
政
治
行
政
的
な
村
落
よ
り
も
、
経
済
的
な
「
豪
農
」
分
析
に
関
心
が
払
わ
れ
て
い
た
。
幕
藩
制
国
家
の
村
落
支
配
の
特
質
で
あ
る
村
請
制
論
を
ふ
ま
え
た
幕
藩
制
国
家
解
体
期
の
村
落
研
（３）究においても、農民闘争の質をいわゆる社会経済的な視点
か
ら
検
討
す
る
こ
と
や
支
配
の
特
質
を
村
落
共
同
体
と
の
関
わ
り
で
検
討
す
る
こ
と
に
主
な
関
心
が
向
け
ら
れ
た
。
近
世
初
期
の
畿
内
を
法
政
史
学
第
四
十
八
号
近
世
後
期
の
村
社
会
と
「
村
用
」
『
家
』
と
『
村
』
と
村
落
行
政
Ｉ
（４）
対象に、村請制の形成過程を論トレた研究の中で、村落や農
民
に
視
座
を
置
く
こ
と
の
意
義
が
提
起
さ
れ
る
一
方
、
近
世
後
期
に
お
い
て
は
、
幕
領
に
お
け
る
支
配
構
造
の
実
態
の
検
討
か
ら
始
ま
つ
（５）
（６）
た
組
〈
ロ
村
や
政
治
的
中
間
層
な
ど
の
研
究
が
活
発
に
な
る
と
、
近
代
（７）
史
か
ら
の
地
方
行
政
制
度
の
宙
行
検
討
の
動
向
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
近
世
か
ら
近
代
移
行
期
の
行
政
や
公
共
性
に
関
心
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
従
来
の
社
会
経
済
史
的
観
点
か
ら
地
域
秩
序
や
社
会
的
結
合
関
係
及
び
集
合
心
性
に
関
す
る
観
点
へ
と
い
う
変
化
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
研
（８）
究
動
向
は
、
近
年
、
民
衆
運
動
Ⅱ
代
議
制
の
研
究
や
、
情
報
Ⅱ
文
書
（９）
．（Ⅲ）
（Ⅲ）
管理、由緒をめ〈、ろ研究、村の象徴性などの研究へと展開
している。
小
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
研
究
史
を
ふ
ま
え
て
、
近
世
後
期
の
米
崎
情
実
￣
￣
－
￣
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村
方
文
書
に
散
見
さ
れ
る
「
村
用
」
と
い
う
文
言
を
キ
イ
ワ
ー
ド
と
し
て
近
世
後
期
の
村
社
会
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
み
た
い
。
そ
の
際
、
以
下の点に留意したい。
（皿）
近
年
の
近
世
後
期
の
村
請
制
の
見
直
し
は
、
村
方
出
入
り
や
村
人
（
旧
）
（
Ｍ
）
用、文書管理など公的な村政関係を中、心に進め》われてきて
い
る
。
小
稿
で
は
、
社
会
関
係
の
基
礎
で
あ
る
『
家
』
に
注
目
し
た
い
。
従
来
、
近
世
史
研
究
で
は
、
社
会
組
織
の
基
盤
で
あ
る
『
家
』
は
、
社
会
構
成
体
の
下
部
構
造
と
い
う
社
会
経
済
史
的
観
点
か
ら
の
（旧）
研
究
蓄
積
が
大
き
い
。
そ
こ
で
の
村
落
は
お
の
ず
と
経
済
的
な
分
析
概
念
を
抽
出
す
る
場
と
い
う
位
置
に
あ
っ
た
。
身
分
制
に
関
す
る
研
究
動
向
の
中
か
ら
、
『
家
』
を
幕
藩
制
国
家
の
身
分
制
度
と
の
関
連
（旧）
で
研
究
し
た
成
果
が
生
ま
れ
た
が
、
そ
こ
で
の
関
、
心
が
幕
藩
制
国
家
の
特
質
解
明
に
向
け
ら
れ
て
い
た
た
め
、
近
世
後
期
に
至
っ
て
も
解
（Ⅳ）
体
す
る
こ
と
の
な
い
村
落
固
有
の
１
輌
理
及
び
そ
れ
を
村
落
行
政
と
の
関
わ
り
の
中
か
ら
導
き
出
す
こ
と
が
深
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
『
家
』
は
、
近
代
国
民
国
家
編
成
の
基
盤
に
（旧）
な
る
》
つ
え
か
ら
も
重
要
な
検
討
要
素
で
あ
る
。
村
落
行
政
を
社
会
的
結
合
関
係
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
場
合
、
こ
の
よ
う
な
『
家
』
と
い
う
フ
ァ
ク
タ
ー
を
視
野
に
入
れ
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
検
討
は
、
同
時
に
領
主
支
配
を
担
う
村
か
ら
は
相
（円）
対
的
に
自
律
し
て
い
る
『
村
』
社
今
云
の
動
向
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
近世後期の村社会と「村用」（米崎）
本
節
で
は
、
近
世
村
方
文
書
に
お
け
る
「
村
用
」
と
い
う
文
言
の
特
徴
を
見
い
だ
す
と
共
に
、
「
村
用
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
検
討
してみたい。
ま
ず
、
「
村
用
」
と
い
う
文
言
が
見
い
だ
せ
る
史
料
を
ま
と
め
て
みよう（第１表）。
こ
の
表
は
、
武
蔵
国
多
摩
郡
に
お
け
る
「
村
用
」
文
言
の
見
え
る
史
料
を
管
見
の
限
り
ま
と
め
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
い
く
つ
か
の
傾
向
を
読
み
取
れ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
年
代
的
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
表
で
は
享
保
一
五
二
七
三
○
）
年
の
史
料
が
古
い
も
の
で
あ
る
。
下
（別）
野国都賀郡においては一兀禄年間、甲斐国都留郡においては
（皿）
宝
、
水
年
間
の
史
料
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
が
近
世
後
期
の
史
料
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
幕
府
か
ら
の
通
達
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
こ
の
表
の
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
小
稿
で
は
、
ま
ず
、
身
分
制
的
な
観
点
か
ら
近
世
後
期
の
村
政
の
変
化
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
た
い
。
次に、近世後期の社会状況とそれに対する『家』、『村』、
（別）
領主支配を担う村という一二者の関係性の中から村落行政の
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
そ
の
際
、
村
役
人
（
特
に
名
主
）
と
小
前
百
姓
と
の
社
会
意
識
に
つ
い
て
も
触
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
村
方
文
書
に
お
け
る
「
村
用
」
に
つ
い
て
￣
￣
＝￣
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第１表武蔵国多摩郡における「村用」史料一覧
法
政
史
学
第
四
十
八
号
四
NOL 年代 内容 出典
１
２
３
４
５
６
７
８
９
Ⅲ
１１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
，
２
３
３
３
３
３
３
享保15年12月
宝暦４年閏２月
安永９年４月
文化９年６月７日
文化11年２月
文化13年４月７日
文政３年４月
文政５年９月21日
文政８年４月11日
文政12年４月22日
天保２年正月25日
天保６年３月12日
天保７年５月
天保８年４月
天保14年７月
嘉永５年２月
嘉永５年３月晦日
嘉永６年５月８日
安政２年３月
安政３年６月
万延元年６月
万延元年７月
文久２年３月22日
文久３年６月
慶応２年
慶応２年
慶応３年３月
慶応３年12月11日
明治２年６月
明治２年11月
明治３年１１月
明治３年12月４日
明治３年12月
明治４年１０月27日
明治５年８月
惣百姓連印覚書
百姓組替え証文
普請人足差出万二付詫証文
農業不精百姓詫証文
組頭役頼み証文
旗本勝手賄役御免願書控
年寄役勤方二付証文
帳外人跡株相続二付願書
名主取り決め二付故障出入り願書控
分村出入り二付願書
名主役儀出入り二付済口証文控
身持不埒百姓跡式二付証文
不法百姓吟味下願書下書
救h､金取り集め出入り二付願書写
地押不法出入り訴状控
年寄跡役差し純れ出入り二付願書写
年寄跡役二付願書
村役差支出入り済口証文写
名主・年寄交代願書
名主跡役二付願書
名主跡役二付頼み証文
跡式養子相続二付議定書
名主跡役願書
名主兼帯願書控
名主跡役二付願書
打ち壊し一件二付村役人帰村願書控
組分け出入り二付願書写
組分け出入り内済二付議定書
名主跡役引き受け二付百姓請証文
肥代金拝借金願い却下二付村々議定書写
村役人取り決め議定書
村役人跡役取り決め二付願書
村役人跡役取り決め二付願書
村役人跡役取り決め二付願書
戸長・刷り戸長取り決め二付議定書写
『小金井市誌」第Ⅲ巻122頁
『日野市史史料集」近世２２３頁
『日野市史史料集」近世３４４１頁
吉野禎次家文書
『日野市史史料集」近世２２８頁
国立史料館所蔵富沢家文書356号文書
『奥多摩町史料集』第４号１９頁
『武蔵野市史」続資料編７１４２頁
『調布の近世史料』上168頁
『武蔵野市史」資料編271頁
『調布の近世史料」上175頁
吉野禎次家文書
吉野禎次家文書
『武蔵野市史」資料編316頁
『昭島市史」附編419頁
『武蔵野市史」資料編276頁
『武蔵野市史」資料編282頁
『昭島市史』附編428頁
『福生市史資料編」近世１１６６頁
｢奥多摩町史料集」第４号３１頁
｢田無市史』第１巻246頁
『日野市史史料集」近世２１５頁
『調布の近世史料」上111頁
『福生市史資料編」近世１１６９頁
『奥多摩町史料集」第４号３３頁
『福生市史資料編」近世１２７２頁
『武蔵野市史」続資料編４１５８頁
｢武蔵野市史」続資料編４１６７頁
『[１１無市史」第２巻７８頁
『武蔵野市史」続資料編６２４１頁
｢武蔵野市史」資料編139頁
『武蔵野市史」続資料編３２０６頁
｢武蔵野市史」続資料編３２０７頁
｢武蔵野市史」続資料編３２０９頁
｢武蔵野市史」資料編450頁
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中
で
は
享
保
一
五
（
一
七
三
○
）
年
の
一
点
の
み
で
、
い
ず
れ
も
村
落
で
作
成
さ
れ
た
文
書
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
村
落
が
主
体
と
な
っ
て
意
味
づ
け
ら
れ
、
使
用
さ
れ
た
文
言
であることをうかがわせる。第一一一に、内容としては、名主
や
村
役
人
の
跡
役
取
り
決
め
の
史
料
に
多
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
村
役
人
の
役
儀
に
関
わ
る
村
方
出
入
り
（
Ⅲ
Ⅱ
。
ｕ
・
胆
・
肥
・
別
）
や
組
分
け
（
Ⅲ
ｍ
・
町
・
肥
）
に
関
す
る
史
料
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
村
請
制
を
運
営
す
る
村
政
に
関
す
る
史
料
に
多
用
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
の
他
の
内
容
と
し
て
小
前
百
姓
と
の
関
わ
り
の
あ
る
史
料
（
Ⅲ
２
．
３
．
４
．
８
．
，
・
田
）
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
で
は
、
「
村
用
」
と
は
い
か
な
る
内
容
で
あ
ろ
う
か
。
い
く
つ
か
例示をしてみよう。
ま
ず
、
次
に
掲
げ
る
の
は
、
管
見
の
限
り
で
、
武
蔵
国
多
摩
郡
に
（羽）
お
い
て
最
も
早
い
時
期
の
文
書
で
あ
る
。
八史料１Ｖ
｜御公用は不及申、村用共一一名主御指図次第、無滞遅
急
度
相
勤
可
申
候
、
井
村
入
用
出
銭
丼
定
夫
人
足
等
相
定
之
通
無
滞
相
勤
可
申
候
こ
の
史
料
は
、
武
蔵
野
新
田
の
開
発
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
新
田
村
落
に
お
い
て
、
代
官
か
ら
の
通
達
を
請
け
た
小
前
百
姓
の
連
印
帳
に
近
世
後
期
の
村
社
会
と
「
村
用
」
（
米
崎
）
記
載
さ
れ
て
い
る
二
ケ
条
の
中
の
一
条
で
あ
る
。
こ
の
条
文
で
は、「村用」は名主が指図し、小前百姓が「御公用」と並んで
勤
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
通
達
さ
れ
て
い
る
。
次に、村役人との関わりを示す史料を掲げよう。
八史料２Ｖ
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
武
州
羽
村
一
件
之
内
追
而
被
召
出
候
村
役
人
其
外
一
同
左
之
名
前之者共奉申上候、右一件御吟味中之処、先達而御吟
味
之
上
御
呼
寄
被
仰
付
候
役
人
共
方
銘
々
始
末
書
差
上
、
追
而
御
沙
汰
之
旨
被
仰
渡
差
控
罷
在
、
然
ル
処
当
節
御
用
・
村
用
多
端
之
折
柄
、
村
役
人
共
村
々
人
少
、
秀
々
殊
二
秋
成
御
上
納
取
立
実
二
村
方
難
渋
罷
在
候
趣
申
越
し
、
御
吟
味
中
奉
恐
入
候
得
共
、
追
而
御
呼
寄
被
仰
付
、
始
末
奉
差
上
候
村
役
人
共
者
先
般
差
添
と
し
て
出
府
罷
在
候
者
共
二
面
代
兼
卿
無
差
支
可
仕
、
尤
御
用
之
節
御
沙
汰
次
第
何
時
成
と
も
可
罷
在
候
間
、
何
卒
以
御慈悲前書被為聞召訳、差添人一一而代兼引受御聞済之
上
追
而
被
召
出
候
役
人
共
者
帰
村
被
仰
付
被
下
置
度
奉
願
上
候、以上
江
川
太
郎
左
衛
門
御
代
官
所
武州多摩郡羽村
帰
村
願
人
名
主
与
一
右
衛
門
一
五
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当
病
二
付
当
日
代
兼
代
兼
引
受
人
名
主
源
兵
衛
（
後
略
）
（別）
こ
の
史
料
は
、
い
わ
ゆ
る
慶
応
二
年
武
州
世
直
し
一
摸
の
後
、
村
内
の
百
姓
が
逮
捕
さ
れ
た
た
め
、
吟
味
の
た
め
に
江
戸
詰
め
を
強
い
ら
れ
た
村
役
人
の
帰
村
願
い
の
写
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
村
役
人
が
在村していないと、「御用・村用多端之折柄」、村内で難渋
を
生
じ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
村
役
人
は
「
村
用
」
を
扱
う
役
務
を
負
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
は
、
村
役
人
が
「
村
用
」
を
扱
う
役
務
を
負
っ
て
い
る
存
在
と
し
て
村
内
部
で
の
社
会
意
識
も
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
、
小
前
百
姓
と
の
関
わ
り
を
示
す
史
料
を
掲
げ
よ
う
。
八
史
料
３
Ｖ
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
武
州
多
摩
郡
駒
木
野
村
名
主
卯
兵
衛
、
下
師
岡
村
名
主
千
右
衛
門
一
同
奉
申
上
候
、
同
郡
黒
沢
村
百
姓
善
兵
衛
忰
丑
松
儀
、
去
月
廿
六
日
夜
同
人
組
合
伊
兵
衛
方
江
罷
越
、
利
不
尽
お
よ
ひ
候
始
末
、
且
又
百
姓
重
兵
衛
儀
、
平
日
農
業
を
嫌
ひ
、
身
持
不
宜、御年貢不納或者親万右衛門病死之節葬式買物代金
等組合一一而立替置候分不相払、芳右両人共常々我意不
法
相
募
候
二
付
、
其
儘
難
捨
置
、
組
合
村
役
人
御
訴
奉
申
上
侯
法
政
史
学
第
四
十
八
号
処
、
当
人
共
御
召
出
之
上
両
人
共
御
吟
味
中
手
鎖
宿
御
預
ケ
被
仰
付
、
重
々
奉
恐
入
、
両
人
共
相
慎
罷
在
、
此
上
御
吟
味
奉
請
、
何
様
可
被
仰
付
も
難
計
、
昼
夜
寝
食
を
忘
レ
、
相
歎
罷
在
、
相
槌
御
慈
悲
奉
願
上
呉
候
様
相
歎
候
二
付
、
当
人
共
心
底
篤
与
承
糺
候
処
、
是
迄
大
酒
を
好
、
農
業
を
怠
り
、
不
行
跡
仕
候
段
先
非
後
悔
至
極
仕
候
間
、
以
来
之
儀
ハ
禁
酒
仕
、
農
業
専
一
二
相
励
、
村
役
人
・
組
合
共
申
聞
逸
々
相
用
ひ
、
御
公
用
者
勿
論
村
用
急
度
相
勤
、
且
又
重
兵
衛
方
御
年
貢
其
外
組
合
一
一
而
立
替
置
候
分
帰
村
之
上
早
々
調
達
仕
、
差
出
、
其
余
村
役
人
方
江
詫
一
札
差
出
、
向
後
急
度
改
心
可
仕
候
旨
相
歎
候
間
、
何
卒
格
別
之
以
御
慈
悲
御
吟
味
是
迄
一
一
而
御
下
ケ
被
成
下
置
候
様、右村役人・組合一同連印を以御慈悲奉願上候、以上
武
州
多
摩
郡
黒
沢
村
天
保
七
申
年
五
月
駒
木
野
村
名
主
卯
兵
衛
下
師
岡
村
名
主
千
右
衛
門
（以下略）
（閲）
こ
の
史
料
は
、
理
不
尽
な
行
為
を
し
た
二
人
の
百
姓
が
吟
味
を
請
け
、
手
鎖
宿
預
け
と
な
っ
た
一
件
の
吟
味
下
げ
願
い
下
書
き
で
あ
る
。
下
書
き
で
あ
る
た
め
か
宛
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
い
｜ニハ
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う
理
不
尽
な
行
為
と
は
、
一
人
に
つ
い
て
は
明
確
で
は
な
い
が
、
い
ま
一
人
は
、
平
日
農
業
を
嫌
い
、
身
持
ち
が
悪
い
こ
と
、
さ
ら
に
、
年
貢
も
納
め
ず
、
親
の
葬
式
の
際
の
買
い
物
代
金
な
ど
を
払
わ
な
い
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
二
人
が
改
心
す
る
こ
と
と
引
き
替
え
に
、
吟
味
を
下
げ
て
も
ら
え
る
よ
う
願
い
出
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
改
心
す
る
内
容
の
中
に
「
村
用
」
と
い
う
文
言
が
現
れ
て
い
る
。
今
後
、
禁
酒
し
、
農
業
専
一
に
励
み
、
村
役
人
や
組
合
の
言
う
こ
と
を
よ
く
守
り
、
「
御
公
用
」
は
勿
論
の
こ
と
「
村
用
」
も
必
ず
勤
め
る
。
さ
ら
に
、
年
貢
な
ど
立
て
替
え
払
い
を
請
け
て
い
る
分
は
早
速
返
済
し
、
村
役
人
に
詫
証
文
を
提
出
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
村
用
」
と
は
、
本
来
、
小
前
百
姓
が
勤
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
は
「
村
用
」
の
義
務
を
小
前
百
姓
が
社
会
意
識
と
し
て
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
さ
て
、
表
と
し
て
掲
げ
た
中
に
は
、
こ
の
よ
う
な
小
前
百
姓
と
「村用」との関わりを示す史料の数は、村役人と「村用」
と
の
関
わ
り
を
示
す
史
料
と
比
較
し
て
少
な
い
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
近
世
後
期
の
村
落
に
お
い
て
、
か
な
り
一
般
的
に
作
成
さ
れ
て
い
る
史
料
と
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
史
料
が
、
村
方
出
入
り
や
村
役
人
改
選
関
係
の
史
料
と
比
較
し
て
近世後期の村社会と「村用」（米崎）
自
治
体
史
編
纂
の
中
で
も
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
所
収
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
こ
と
に
因
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
従
来
、
研
究
の
対
象
と
は
な
ら
ず
、
そ
の
位
置
づ
け
が
近
年
に
い
た
る
ま
で
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
最
後
に
村
政
と
の
関
わ
り
を
示
す
史
料
を
示
そ
う
。
八
史
料
４
Ｖ
連
判
一
札
之
事
一
当
村
之
儀
者
、
上
下
弐
組
二
相
分
り
、
御
用
・
村
用
共
隔
番
一一相勤来り候処、去ル廿五ケ年以前午年新屋鋪小前
九
拾
三
人
ら
組
分
ヶ
願
致
し
、
既
二
及
出
入
、
隣
村
役
人
井
下組役人取扱――て、新屋敷御年貢之義者、組頭一一而
取
集
、
名
主
方
江
相
納
候
筈
、
其
外
之
義
へ
前
々
仕
来
之
通
諸
事
名
主
取
計
、
是
迄
村
方
平
和
二
治
り
候
処
、
此
度
新
屋
鋪
九
拾
三
人
之
内
中
組
名
主
方
江
御
年
貢
納
度
段
願
出
候
一一付、去ル午年規定書茂有之儀二付、先前之通致し
度
段
、
役
人
・
年
寄
・
小
前
一
同
相
談
之
上
連
印
を
以
取
極
申
候
、
然
ル
上
へ
右
一
件
出
入
二
相
成
候
共
諸
入
用
之
義
ハ
無
差
支
差
出
可
申
候
、
依
之
一
同
連
判
致
し
候
処
、
如
件
文
政
五
年
午
十
一
月
九
兵
衛
⑳
（以下連印略）
一
七
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（配）
こ
の
史
料
は
、
｜
村
内
で
の
組
分
け
に
関
す
る
史
料
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
当
村
（
甲
斐
国
都
留
郡
下
吉
田
村
）
で
は
、
従
来
、
上
下
二
組
に
分
か
れ
、
「
御
用
・
村
用
」
を
隔
番
で
勤
め
て
き
た
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
村
用
」
と
は
、
隔
番
な
ど
の
よ
う
に
、
負
担
す
べ
き
手
段
を
制
度
的
に
取
り
決
め
る
こ
と
の
で
き
る
内
容
で
あ
り
、
儀
礼
的
行
為
や
互
酬
的
関
係
の
行
為
と
は
異
質
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
「
村
用
」
と
は
「
御
用
」
と
と
も
に
、
村
役
人
か
ら
の
指
示
に
よ
っ
て
百
姓
が
勤
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
村
あ
る
い
（幻）
は
『
村
』
に
関
す
る
行
政
上
の
負
担
で
あ
い
ソ
、
近
世
後
期
に
は
村
役
人
も
小
前
百
姓
も
意
識
的
に
自
覚
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
二
名
主
『
家
』
と
「
村
用
」
（泥）
本
節
で
は
、
名
主
『
家
』
と
「
村
用
」
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
具
体
的
に
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
武
蔵
国
多
摩
郡
蓮
光
寺
村
の
名
主
富
沢
魯
平
に
よ
っ
て
筆
録
さ
れ
（油）
た
文
政
七
（
’
八
二
四
）
年
の
役
用
日
記
の
冒
頭
に
は
、
「
御
用
向
井
村
用
の
覚
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
役
用
日
記
が
「
御
用
」
と
「
村
用
」
を
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
役
用
日
記
に
つ
い
て
、
従
来
、
「
今
日
の
役
場
の
帳
簿
類
に
当
た
る
も
の
」
と
し
て
、
「
筆
ま
め
な
村
役
人
（
特
に
名
法
政
史
学
第
四
十
八
号
（加）
主
）
が
そ
の
仕
事
を
日
記
風
に
書
い
て
後
日
の
参
考
と
す
る
も
の
」
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
、
日
記
は
村
落
内
部
の
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
な
様
子
や
社
会
意
識
を
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
史
料
と
し
て
重
要
視
さ
れ
つ
つ
も
、
ほ
と
ん
ど
が
日
記
の
中
の
記
載
事
項
に
の
み
関
心
が
払
わ
れ
、
日
記
は
そ
れ
ら
別
の
関
心
事
の
素
材
収
集
の
場
と
し
て
扱
わ
れ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
で
は
、
日
記
そ
れ
自
体
が
、
近
世
後
期
の
村
社
会
が
獲
得
し
た
村
役
人
の
行
政
的
職
務
遂
行
の
表
象
で
あ
り
、
歴
史
意
識
の
反
映
で
あ
っ
た
、
と
日
記
が
存
在
す
る
こ
と
の
持
つ
意
味
に
つ
い
て
視
点
が
向
け
（引）
ら
れ
て
い
る
。
実
際
、
武
蔵
国
多
摩
郡
に
お
い
て
み
ｂ
、
名
主
役
を
勤
め
た
『
家
』
だ
け
に
限
っ
て
も
、
七
ケ
村
の
名
主
『
家
』
で
近
世
後
（犯）
期
に
お
い
て
役
用
日
記
が
筆
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
第
２
表
）
。
こ
の
中
で
も
富
沢
家
の
日
記
か
ら
は
興
味
深
い
事
例
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
近
年
の
指
摘
を
ふ
ま
え
、
富
沢
家
に
お
い
て
役
用
日
記
と
名
主
の
役
務
と
が
ど
の
よ
う
に
関連していたのか具体的に明らかにし、名主の社会意識と
そ
の
変
化
を
う
か
が
う
こ
と
に
し
よ
う
。
（羽）
さ
て
、
一
邑
沢
家
は
、
近
世
初
頭
以
来
ほ
ぼ
一
貫
し
て
蓮
光
寺
村
の
名
主
を
勤
め
て
い
る
。
ま
た
、
文
政
一
○
（
一
八
二
七
）
年
に
設
置
された改革組合村の大惣代、日野宿助郷組合の助郷惣代な
ど
を
勤
め
て
い
る
地
域
社
会
運
営
者
の
一
人
で
あ
る
。
こ
の
富
沢
家
一
一
八
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第２表武蔵国多摩郡における名主の役用日記 には
、
管
見
の
限
り
で
は
、
文
化
九
二
八
一
一
一
）
年
か
ら
明
治
四
一
二
九
○
八
）
年
ま
で
九
五
冊
の
日
記
が
残
存
す
る
。
ま
た
、
日
記
に
類
す
る
も
の
と
し
て
、
廻
状
の
写
し
帳
や
御
用
留
、
上
意
下
達
近
世
後
期
の
村
社
会
と
「
村
用
」
（
米
崎
）
伊奈村歳中日局
小野路村二百 寄場名主
註：柴崎村名主日記は立川市教育委員会、中神村名主日記は昭島市教育委員会よ
り刊行されている。伊奈村名主日記は福生市教育委員会より－部が刊行され
ている。小野路村名主日記は小島日記研究会より－部が刊行されている。熊
川村名主日記は多仁照廣編「石川酒造文書』に所収されている。
の
請
書
及
び
下
意
上
進
の
控
帳
簿
な
ど
が
残
存
し
て
い
る
。
富
沢
家
文
書
の
近
世
後
期
か
ら
明
治
期
ま
で
の
日
記
を
ま
と
め
た
の
が
第
３
表
で
あ
る
。
こ
れ
ら
日
記
は
、
富
沢
魯
平
、
準
平
と
い
う
二
代
に
わ
た
っ
て
書
き
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
。
筆
録
者
の
交
代
が
何
時
か
確
認
は
と
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
魯
平
の
死
没
が
安
政
四
（一八五七）年であること、また、弘化二（’八四五）年の
（弧）
「公私日用雑記」は魯平が筆録していることか》わ、後述する
役用日記の諸段階と筆録者の交代との関連はみていない。
ま
ず
、
初
め
に
形
態
上
で
は
、
文
化
九
（
’
八
一
二
）
年
と
文
化
一
○
（
’
八
一
三
）
年
の
日
記
以
外
す
べ
て
堅
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
。
次
に
、
表
題
で
は
、
天
保
一
四
（
一
八
四
三
）
年
ま
で
は
「
用
留
」
、
そ
れ
以
降
は
「
日
記
」
と
い
う
文
言
が
多
く
使
わ
れ
い
る
。
また、天保中ごろまでは「年中掛合」「自他掛合」「諸向掛
合
」
な
ど
の
よ
う
に
「
掛
合
」
と
い
う
文
言
が
多
い
の
に
対
し
、
そ
れ
以
降
は
「
公
私
」
と
い
う
文
言
や
干
支
を
記
し
た
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
日
記
は
、
基
本
的
に
一
年
に
つ
き
一
冊
と
い
う
形
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
文
で
は
ひ
と
つ
書
き
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
天
保
後
期
ま
で
は
毎
日
の
記
述
が
な
く
、
天
候
の
記
載
も
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
記
載
さ
れ
た
場
合
の
一
日
あ
た
り
の
内
容
が
詳
細
に
な
っ
て
お
り
、
願
書
な
ど
も
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
二
九
村名 主な表題 筆録された時期 備考
柴崎村 公私日記 天保～安政 小惣代、大惣代
中神村 諸用日記控 文政～天保
熊ｌｌＩ村 公私附込之日記 天明、文政～天保、慶応
福生村 御用日記
年中行事日記
日記
文化～天保
文政～元治
天保～明治
大惣代
歳中日記 嘉永～明治
蓮光寺村 公私用留
御用留日記
文化～明治 大惣代
日記 天保～大正
Hosei University Repository
第３表富沢家（本家）における役用日記一覧 記
載
内
容
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
文
化
九
（
’
八
一
二
）
年
及
び
文
化
一
○
（
一
八
一
三
）
年
の
日
記
は
、
村
政
に
関
す
る
情
報
が
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
筆
録
し
た
魯
平
の
私
日
記
的
な
性
格
が
強
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
文
化
二
（
一
八
一
四
）
年
以
降
の
日
記
に
は
領
主
支
配
や
村
政
関
係
の
記
載
が
豊
富
に
見
ら
れ
る
。
時 大堰普年代，雨 法政史学第四
十
八
号
泗
十
諸
控
掛
掛
懸
席
掛
掛
掛
犀
事
搦
事
掛
掛
掛
描
斥
詫
斥
薑
斥
犀
斥
氏
氏
留
私
鞘
日
日
序
日
日
盛
空
化
戌
用
中
他
他
諸
他
他
年
事
留
合
向
合
中
向
向
向
向
中
私
用
私
私
私
私
私
用
用
用
私
私
御
私
酉
田
、
文
尹
渚
牢
自
自
一
反
自
自
千
万
羽
懸
渚
遜
牢
渚
渚
渚
渚
牢
公
渚
公
公
公
公
公
卿
御
日
公
公
未
公
乙
御
日
託
事
事
詫
帖
事
事
事
広
亭
外
事
事
事
事
斥
砿
空
白
年
鞠
一
一
節
帖
託
一
一
証
訂
型
弓
脹
合
合
台
座
合
合
合
留
渚
合
其
合
合
ム
ロ
合
留
句
留
留
留
句
留
留
留
用
記
用
祈
留
斬
新
円
○
○
○
’
○
○
○
◎
。
◎
。
◎
。
◎
。
◎
。
◎
。
◎
。
◎
。
弔
畠
畠
雷
薯箔
弔
一
笛
弔
弔
諾
箔
用
諸
諸
箸
【
】
弓
Ｊ
１
ｎ
Ｎ
］
【
】
明
且
甲
且
甲
甲
弔
電
閣
外
畠
外
畠
畠
詔
畠
留
土
明
壬
△
△
△
△
△
△
八
一
八
１－】
で
は
、
さ
ら
に
記
載
内
容
の
変
化
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
や
は
り
記
載
内
容
の
中
か
ら
い
く
つ
か
の
事
項
に
つ
い
て
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
大
堰
普
請
と
塞
神
の
記
述
に注目してみよう。
大
堰
普
請
は
、
毎
年
三
月
中
旬
に
実
施
さ
れ
る
蓮
光
寺
村
で
最
も
「
】
円
〃
０
０
【
Ｍ
円
】
『
】
○
’
○
△
○
○
×
○
○
○
○
○
○
○
△
○
○
×
○
○
○
○
○
○
。
｜
○ ＝￣
○○
○
○
○
○JlIllUJL
表題 日次 天候 請 塞神
Hosei University Repository
大
規
模
な
事
業
で
あ
る
。
そ
し
て
、
人
足
扶
持
米
が
領
主
か
ら
毎
年
（弱）
二一俵づつ下賜されている。
で
は
、
大
堰
普
請
は
、
ど
の
よ
う
に
名
主
の
役
職
と
関
わ
る
行
事
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
八
史
料
５
Ｖ
帳
帳
帳
帳
帳
帳
記
記
帳
帳
記
記
帳
記
記
□
記
帳
帳
帳
記
紀
記
紀
記
覚
日
日
記
記
新
新
記
記
記
新
日
□
新
記
記
紀
日
日
日
日
日
記
私
私
日
日
日
日
新
日
日
日
留
□
日
日
日
日
留
留
留
留
留
日
公
公
留
留
留
留
日
留
留
亥
用
丑
寅
卯
辰
巳
用
用
用
用
用
亥
子
丑
用
用
用
用
私
用
用
辛
御
癸
甲
乙
丙
丁
御
御
御
御
御
癸
甲
乙
御
御
御
御
公
御
御
４
５
６
７
２
３
４
５
６
７
２
２
３
元
２
２
３
元
２
３
４
５
政
延
久
治
応
治
安
万
文
元
慶
明
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
’
’
○
’
○
○
’
○
○
’
○
近世後期の村社会と「村用」（米崎）
○
○
○
こ
の
史へ右組相三
料辿之頭始月
は趣共メ廿
、御万不二
蓮屋事申日奎勢等匿名
村も差藤主
呈禦毒右罷け紙之衛農辮:震に仰申問農
Difi摂懸
出付而請
人、も未
典拠：富沢家文書（国立史料館所蔵）
Nul504，2044,2048,2049,2050,2376
註ｌ：年代及び表題は原史料のとおりとした。
２：日次及び天候の項目中
○は基本的に毎日記されているもの
△は部分的に毎日の記載が見られるもの
×は毎日の記載かないもの
３：大堰普請の項目中
○は記載の見られるもの
◎は詳細な記載の見られるもの
－は記載の見られないもの
４：塞神の項目中
○は記載の見られるもの
－は記載の見られないもの
＝
－
－
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り
の
際
の
書
留
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
領
主
の
取
り
調
べ
の
た
め
、
名
主
が
出
府
中
、
大
堰
普
請
の
時
期
に
当
た
り
、
普
請
が
始
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
組
頭
が
出
府
し
て
名
主
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
名
主
が
留
守
で
も
組
頭
な
ど
の
取
り
計
ら
い
に
よ
り
普
請
を
実
施
す
る
よ
う
名
主
及
び
領
主
か
ら
も
申
し
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
名
主
が
大
堰
普
請
の
実
施
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
り
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
当
然
、
領
主
か
ら
の
人
足
扶
持
米
の
村
内
で
の
割
り
振
り
も
重
要
な
役
割
り
で
は
あ
っ
た
。
八
史
料
６
Ｖ
一
同
日
、
宗
左
衛
門
占
去
亥
年
大
堰
人
足
賃
銭
と
し
て
壱
両
御
地
頭
様
ら
被
下
置
候
分
、
右
之
内
引
残
三
貫
文
受
取
申
候
、
尤
宗
左
衛
門
・
甚
五
郎
勤
分
右
一
一
而
相
渡
し
申
候
、
奥
右
衛
門
占
右
ヲ
村
人
足
勤
高
二
而
割
渡
、
帳
面
江
印
形
取
呉
候
様
申
来
、
承
知
致
取
置
申
候
（師）
こ
の
史
料
は
、
前
年
の
文
化
一
二
（
’
八
一
五
）
年
に
名
主
役
を
勤
め
て
い
た
宗
左
衛
門
（
富
沢
分
家
）
が
領
主
よ
り
受
け
取
っ
た
大
堰
普
請
人
足
賃
銭
の
残
額
を
今
年
（
文
化
一
三
年
）
か
ら
名
主
役
に
復
帰
し
た
富
沢
本
家
方
が
受
け
取
り
、
割
り
振
り
処
理
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
も
の
で
あ
る
。
大
堰
普
請
は
蓮
光
寺
村
の
生
産
・
生
活
に
関
わ
る
行
事
で
あ
り
な
法
政
史
学
第
四
十
八
号
が
ら
、
名
主
の
役
職
と
密
接
に
関
わ
る
事
項
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
大
堰
普
請
に
関
す
る
記
述
は
、
文
化
期
か
ら
見
ら
れ
る
が
、
文
政
期
の
半
ば
ま
で
は
「
大
堰
普
請
い
た
し
候
」
な
ど
の
よ
う
に
記
述
が
極
め
て
簡
潔
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
降
天
保
後
期
ま
で
は
、
大
堰
普
請
を
勤
め
る
百
姓
名
ま
で
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
、
内
容
は
詳
細
な
も
の
に
変
化
す
る
。
し
か
し
、
一
時
期
安
政
期
に
大
堰
普
請
の
記
載
は
復
活
す
る
も
の
の
、
天
保
期
以
降
、
そ
の
記
述
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。
｜方、塞神とは小正月に行われる道祖神祭礼のことで、
無
病
息
災
を
願
う
村
人
の
祭
礼
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
大
堰
普
請
と
は
対
照
的
に
領
主
と
の
関
連
を
ほ
と
ん
ど
考
え
な
く
て
も
よ
い
民
俗
儀
礼
と
い
え
る
。
こ
の
塞
神
に
関
す
る
日
記
の
記
述
は
、
簡
潔
な
も
の
で
あ
る
が
、
天
保
後
期
に
始
ま
り
、
弘
化
期
か
ら
安
政
期
に
か
け
て
毎
年
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
幕
末
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
、
記
載
の
無
い
年
も
あ
る
が
、
記
載
そ
の
も
の
は
消
滅
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
、
塞
神
に
関
す
る
日
記
の
記
述
は
、
ほ
ぼ
日
記
の形態が日次的になった時期と一致している。
以
上
、
富
沢
家
文
書
の
日
記
の
形
態
上
、
内
容
上
の
推
移
を
見
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
御
用
留
や
控
帳
簿
類
な
ど
を
中
心
と
す
る
行
政
管
理
か
ら
次
第
に
役
用
日
記
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
日
次
的
な
日
記
へ
と
変
化
し
て
い
く
過
程
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
段
－－
－
一
一
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階
的
に
と
ら
え
る
と
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
第
一
期
…
役
用
日
記
そ
の
も
の
の
筆
録
が
始
ま
ら
な
い
時
期
（
文
化一○年まで）
第
二
期
…
名
主
の
役
務
に
関
連
し
た
内
容
が
第
一
義
的
だ
が
、
役
用日記の筆録が始まる時期（天保後期まで）
第
三
期
…
役
用
日
記
の
内
容
が
日
次
的
な
も
の
と
な
り
、
簡
潔
な
が
ら
も
村
落
生
活
全
般
の
日
常
的
な
事
項
ま
で
網
羅
す
るようになる時期（天保後期以降）
こ
の
よ
う
な
役
用
日
記
の
変
遷
は
、
蓮
光
寺
村
に
お
け
る
村
方
出
（犯）
入
り
の
変
遷
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
蓮
光
寺
村
で
は
、
近
世
初
期
か
ら
ほ
ぼ
一
貫
し
て
名
主
役
を
勤
め
て
き
た
富
沢
本
家
と
領
主
で
あ
る
旗
本
天
野
氏
を
後
ろ
盾
と
し
た
富
沢
分
家
と
の
間
で
、
寛
政
期
か
ら
安
政
期
ま
で
村
方
出
入
り
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
村
方
出
入
り
の
過
程
で
、
文
化
八
（
一
八
二
）
年
か
ら
文
化
一
二
（
一
八
一
五）年まで、天保一二（一八四一）年から天保一四（一八
四三）年まで、弘化一一（一八四五）年から安政五（’八五
八）年にかけて、たびたび富沢本家は名主役から退いてい
るのである。
富
沢
家
に
お
け
る
役
用
日
記
の
筆
録
開
始
は
、
ま
さ
に
、
村
方
出
入
り
に
よ
っ
て
初
め
て
名
主
役
か
ら
退
い
た
後
に
、
名
主
役
に
復
帰
す
る
時
期
と
重
な
る
。
さ
ら
に
、
役
用
日
記
が
日
常
的
な
内
容
に
ま
近世後期の村社会と「村用」（米崎）
で
及
ぶ
時
期
は
、
蓮
光
寺
村
に
お
け
る
村
方
出
入
り
が
小
前
百
姓
を
巻
き
込
み
、
村
内
を
二
分
し
、
幕
末
期
ま
で
継
続
化
す
る
時
期
と
ほ
ぼ重なるのである。
で
は
、
「
御
用
向
井
村
用
の
覚
」
と
い
う
役
用
日
記
が
記
さ
れ
る
（羽）
ようになった名主役の性格について、一邑沢本家と分家の相
反する動向を村方出入りの過程の中から紹介しよう。
八
史
料
７
Ｖ
入
置
申
議
定
一
札
之
事
一御年始御出府御留守中、御水帳面番壱人シ、夜番可
致
事
一御皆済御出府之節、御留守中、御水帳面番壱人シ、
夜
番
可
致
候
、
尤
小
前
順
番
之
事
一
公
事
訴
訟
井
諸
願
等
之
節
、
宿
掛
り
之
儀
者
一
日
四
百
文
積
り
、
尤
腰
掛
入
用
之
儀
別
段
可
差
出
し
可
申
候
事
一
御
上
様
占
手
鎖
井
宿
預
ケ
之
儀
者
何
れ
成
共
小
前
方
順
々
一一差添人可罷出取極申候、尤人用等者当人方可差出
候
事
一
御
年
貢
、
諸
役
銭
、
村
入
用
井
触
当
候
品
日
限
通
り
急
度
相
納
可
申
候
一御屋敷様江相納候餅草、糠芽井御錺道具、杭木諸色
之
儀
、
御
役
人
ハ
相
除
候
而
、
御
触
当
通
り
無
相
違
差
出
し
一
一
－
－
－
－
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ノ
可
申
候
事
一
郷
御
蔵
垣
詰
之
儀
、
馬
引
沢
・
諏
訪
坂
井
下
河
原
一
一
而
格
番
一一相勤可申候事
一
郷
御
蔵
番
、
御
年
貢
米
取
立
蔵
人
候
節
者
、
小
前
順
番
二
無
油
断
相
勤
可
申
候
事
一
御
錺
御
伝
馬
之
儀
者
、
本
村
・
馬
引
沢
・
下
河
原
一
一
而
格
番
二
相
勤
可
申
候
事
一
二
月
奉
公
人
出
替
之
節
者
、
引
越
候
迄
御
水
帳
為
番
名
主
方
江
定
使
、
夜
番
可
致
候
事
一
御
役
人
中
井
百
姓
代
御
立
合
御
相
談
之
上
可
成
儀
者
御
取
極
メ
被
下
候
事
、
小
前
方
二
而
決
而
相
背
申
問
敷
候
事
一本村氏神掃除之儀者、氏子一一而一ケ月壱軒宛之順番
一一相勤可致、尤九月祭礼之節者、前日氏子中罷出、
諸
事
可
取
計
候
事
一死馬捨場之儀者、御屋敷加き畑ケ荒所へ取捨之積り、
又赤坂之久保江取捨候筈、小前相談之上取極候事、
尤代地者元捨場八幡台一一而割取候地所者本村之事
一
大
堰
普
請
之
儀
者
、
本
村
・
馬
引
沢
・
諏
訪
坂
不
残
罷
出
、
普
請
可
致
候
事
一
本
村
火
之
番
人
相
抱
候
節
者
、
本
村
二
而
順
々
一
一
扶
持
可
致、尤馬引沢・諏訪坂・下河原一一而者別段扶持米井
法
政
史
学
第
四
十
八
号
味噌代共可差出候、猶又寒中夜食扶持之義者、村方
不残番人相廻り侯節、相対一一而心付遣可申候事
右
之
趣
村
方
不
残
打
寄
、
得
与
相
談
之
上
一
一
而
取
極
申
候
上
へ
柳
申
分
無
御
座
候
、
万
一
已
来
滞
申
者
御
座
候
ハ
、
、
何
様
二
被
仰
立
共
一
言
之
申
訳
仕
間
敷
候
、
為
後
日
惣
百
姓
相
談
之
上
連
印
仕
置
候
処
、
佃
而
如
件
天
保
十
二
辛
年
丑
七
月
（以下連印略）
（㈹）
こ
の
史
料
は
、
天
保
一
二
（
一
八
四
一
）
年
、
富
沢
分
家
が
名
主
役
に
就
任
し
た
際
に
、
村
内
小
前
百
姓
と
の
間
で
取
り
交
わ
し
た
議
定
書
で
あ
る
。
一
五
ケ
条
に
わ
た
る
内
容
は
、
い
ず
れ
も
村
内
小
前
百
姓
が
勤
め
る
べ
き
事
項
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
、
領
主
か
ら
の
負
担
だ
け
で
な
く
、
村
請
制
運
営
に
関
わ
る
負
担
や
氏
神
の
掃
除
や
祭
礼
の
運
営
の
よ
う
に
領
主
支
配
と
は
関
わ
り
の
な
い
事
項
ま
で
含
ま
れている。
さ
て
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
議
定
書
が
文
化
九
（
’
八
一
（岨）
二）年にも作成されている。両者ともに、｛畠沢分家が名主
役
に
就
任
し
た
直
後
に
作
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
こ
れ
と
同
様
の
文
書
を
富
沢
本
家
の
文
書
群
に
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
新
た
に
名
主
に
就
任
し
た
富
沢
分
家
は
、
議
定
書
と
い
う
形
で
小
前
百
姓
の
勤
め
る
べ
き
役
負
担
の
保
証
を
取
り
つ
け
四
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る
こ
と
無
し
に
は
、
名
主
の
役
職
を
遂
行
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
富
沢
分
家
の
名
主
役
と
し
て
の
正
統
性
は
蓮
光
寺
村
に
お
い
て
生
ま
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
正
当
性
は
小
前
百
姓
と
の
議
定
書
で
し
か
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
（妃）
一方、次に掲げる史料は、一邑沢本家と蓮光寺村の隣村坂
浜村名主が領主天野氏へ提出した願書控である。
八
史
料
８
Ｖ
乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候
武
州
多
摩
郡
坂
浜
村
郡
司
・
蓮
光
寺
村
忠
右
衛
門
一
同
奉
申
上
候、此殿御勝手御賄方之儀此右衛門殿方御断相成候一一
付
、
私
共
両
人
罷
出
月
々
御
賄
方
被
仰
付
奉
畏
候
得
共
、
私
共
御
勝
手
江
相
詰
居
候
而
者
外
御
用
向
井
村
用
等
差
支
、
難
渋
至
極
奉
存
候
間
、
御
雑
用
之
儀
者
御
定
通
御
差
支
無
之
様
取
計
可
申
候
間
、
何
卒
御
手
賄
一
一
成
共
被
遊
度
奉
願
上
候
、
勿
論
折
々
私
共
罷
出
御
相
談
可
申
上
候
間
、
御
勝
手
詰
之
儀
者
御
免
被
成
下
度
、
此
度
御
聞
済
奉
願
上
候
、
以
上
文
化
十
三
子
年
御
知
行
所
四
月
七
日
蓮
光
寺
村
名
主
忠
右
衛
門
坂
浜
村
天
野
孫
左
衛
門
名
主
冨
水
郡
司
近
世
後
期
の
村
社
会
と
「
村
用
」
（
米
崎
）
御
役
人
中
様
富
沢
忠
右
衛
門
と
冨
永
郡
司
が
旗
本
天
野
氏
か
ら
勝
手
賄
い
方
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
勝
手
賄
い
を
引
き
受
け
て
は
、
勝
手
へ
詰
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
「
外
御
用
向
」
き
と
「
村
用
」
と
に
差
し
支
え
が
生
じ
る
と
い
う
理
由
で
、
そ
の
就
任
を
断
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
近
世
初
期
か
ら
名
主
役
を
勤
め
て
お
り
、
そ
の
正
当
性
と
正
統
性
を
持
っ
て
い
る
富
沢
本
家
に
と
っ
て
さ
え
、
領
主
天
野
氏
の
「
御
用
」
は
、
村
が
負
担
す
べ
き
さ
ま
ざ
ま
な
「
御
用
」
の
一
部
で
し
か
な
く
、
さ
ら
に
、
名
主
と
い
う
も
の
は
「
村
用
」
を
か
え
り
み
る
役
職
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
近
世
初
期
以
来
の
名
主
役
を
勤
め
て
き
た
富
沢
本
家
で
さ
え
、
名
主
役
が
「
村
用
」
に
拘
束
さ
れ
る
べ
き
役
職
で
あ
る
と
い
う
社
会
意
識
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
意
識
の
形
成
こ
そ
が
、
役
用
日
記
を
記
す
契
機
と
な
っ
ていたといえよう。
一方、このことは、同時に村落行政の限界をも示してい
る
こ
と
に
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
名
主
自
身
の「御用」と「村用」を勤めるという社会意識は、家職か
ら生ずる意識だったと考えることができるのである。逆に
言うなれば、「村用」とは、「御用」と並んで名主『家』の
家
職
意
識
に
依
拠
し
た
近
世
後
期
固
有
の
村
落
行
政
を
象
徴
的
に
示
五
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（“）
本節では、小前百姓と「村用」との関わりについて、‐と
り
わ
け
、
小
前
百
姓
の
『
家
』
が
「
村
用
」
を
意
識
す
る
背
景
に
は
、
村
内
部
で
い
か
な
る
社
会
状
況
が
出
現
し
て
い
た
の
か
、
検
討
していきたい。
改
め
て
、
小
前
百
姓
と
「
村
用
」
に
関
す
る
代
表
的
な
史
料
を
掲
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
八
史
料
９
Ｖ
｜札之事
私儀農業不精一一いたし甚以身不正二而、度々御異見被
差
加
候
へ
共
、
不
得
止
事
、
農
業
怠
身
不
正
一
一
付
、
此
度
厳
敷
心
底
可
相
改
旨
厚
御
理
解
被
御
申
渡
、
自
得
仕
候
、
已
来
農
業
専一相励、旦雇稼等二罷出候二も村内井隣村を限り、
遠
方
江
決
而
罷
出
不
申
御
公
用
・
村
用
御
差
支
一
一
不
相
成
様可仕候、且又御役人中御申付候儀何一一而茂相背間敷
候
、
依
之
心
底
相
改
之
一
札
差
出
申
所
、
如
件
文
化
九
申
年
六
月
七
日
下
師
岡
村当
人
七
左
衛
門
⑳
五
人
組
嘉
兵
衛
⑳
（佃）
す文一一一三といえよう。
三
小
前
百
姓
の
『
家
』
と
「
村
用
」
法
政
史
学
第
四
十
八
号
名
主
千
右
衛
門
外
村
役
人
中
（妬）
こ
の
史
料
は
、
下
師
岡
村
百
姓
七
左
衛
門
が
「
農
業
不
精
」
と
「身不正」を名主と村役人に詫びている証文である。七左
衛
門
は
、
今
後
、
「
農
業
専
苣
に
励
み
、
旦
雇
稼
ぎ
も
村
内
及
び
隣
村
に
限
り
、
「
御
公
用
・
村
用
」
を
差
し
支
え
な
く
勤
め
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。
さ
て
、
七
左
衛
門
が
こ
の
証
文
を
作
成
す
る
契
機
に
な
っ
た
行
為
は
、
「
農
業
不
精
」
と
「
身
不
正
」
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
農
業
不
精
や
身
不
正
が
い
か
な
る
行
為
な
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
約
束
し
て
い
る
内
容
と
は
逆
の
内
容
、
つ
ま
り
、
農
業
に
励
ま
ず
、
稼
ぎ
も
村
内
及
び
隣
村
に
限
ら
ず
、
「
御
公
用
・
村
用
」
を
勤
め
な
か
っ
た
こ
と
は
わ
か
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
農
業
不
精
を
約
束
し
て
い
る
詫
証
文
は
近
世
後
期
に
は
頻
繁
に
作
成
さ
れ
て
い
る
。
第
４
表
は
、
管
見
の
限
り
で
、
武
蔵
国
多
摩
郡
下
師
岡
村
及
び
新
田
の
百
姓
が
作
成
し
た
詫
証文の一覧である。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
点
は
、
ま
ず
第
一
に
、
｜
村
で
四
三
通
も
の
同同同 一一一一ハ
佐
兵
衛
⑳
幸
右
衛
門
⑳
次
郎
助
⑳
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詫
証
文
が
作
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
寛
政
期
以
降
の
近
世
後
期
に
集
中
し
て
い
る
。
詫
証
文
が
近
世
後
期
の
村
落
に
お
い
て
一
般
的
に
作
成
さ
れ
る
文
書
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
きる。第二
に
、
詫
証
文
の
宛
名
が
す
べ
て
村
役
人
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
当
事
者
が
村
役
人
に
対
す
る
不
法
行
為
を
働
い
て
い
る
よ
う
に
、
村
役
人
が
詫
証
文
の
対
象
者
と
見
ら
れ
る
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
り
、
関
東
取
締
出
役
に
よ
る
吟
味
を
受
け
て
い
る
な
ど
村
役
人
が
領
主
支
配
の
媒
介
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
ケ
ー
ス
の
方
が
む
し
ろ
多
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
村
役
人
が
詫
証
文
の
作
成
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
第
三
は
、
詫
証
文
を
作
成
す
る
理
由
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
詫
証
文
に
は
、
作
成
さ
れ
る
べ
き
「
民
事
的
」
あ
る
い
は
「
刑
事
的
」
な
理
由
が
あ
る
。
し
か
し
、
史
料
と
し
て
掲
げ
た
よ
う
に
そ
の
理
由
が
明
確
に
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。
そ
し
て
、
表
を
見
て
い
く
と
、
時
代
を
下
る
に
従
っ
て
前
者
か
ら
後
者
の
割
合
が
大
き
く
な
る
（㈹）
傾
向
を
う
か
が
う
こ
と
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
村
落
に
と
っ
て
詫
証
文
を
作
成
す
る
意
義
が
、
百
姓
の
行
為
に
よ
る
い
わ
ば
一
つ
の
事
件
に
対
す
る
も
の
か
ら
、
百
姓
の
日
常
的
な
生
活
態
度
や
規
範
に
対
す
る
も
の
へ
と
次
第
に
変
化
し
て
い
て
い
る
こ
と
を
う
が
近
世
後
期
の
村
社
会
と
「
村
用
」
（
米
崎
）
がわせる。
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
詫
証
文
と
関
連
す
る
も
の
に
旧
離
勘
当
願
い
がある。実際、下師岡村で「平日大酒を好、農業不精一一い
た
し
、
其
上
度
々
悪
敷
風
聞
等
有
之
」
と
し
て
、
文
政
五
（
’
八
二
二
）
年
五
月
七
日
に
詫
証
文
を
作
成
し
た
武
右
衛
門
に
つ
い
て
は
、
そ
の
前
日
に
旧
離
帳
付
願
い
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
天
保
期
にたびたび詫証文を作成している孫八の場合にも旧離帳付
願いが作成されている。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
旧
離
帳
付
願
い
の
一
例
を
示
そ
う
。
八史料ⅥＶ
差
上
申
一
札
之
事
私
忰
忠
次
郎
当
寅
廿
三
歳
二
罷
成
候
処
、
平
日
大
酒
を
好
、
昼
夜
二
不
限
遊
行
、
無
益
之
金
銭
を
遣
捨
、
身
持
不
宜
、
追
日
不
埒
増
長
可
致
も
難
計
、
安
心
不
仕
候
問
、
此
度
御
訴
被
下
、
旧
離
勘
当
御
帳
附
二
相
成
候
様
御
願
可
被
下
候
、
右
之
者
往
々
如
何
様
二
相
成
候
共
御
恨
無
御
座
候
、
且
右
二
付
路
用
雑
用
等
相
懸
候
共
無
差
支
出
銭
可
致
候
、
依
之
親
類
・
組
合
加
印
之
一
札
差
上
申
所
、
如
件
下
師
岡
村
文
化
十
五
寅
年
三
月
願
人
左
平
次
⑳
親
類
小
平
次
⑳
七
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出替田朴鰍図十くﾛＩＤ
第
４
表
下
師
岡
村
に
お
け
る
詫
証
文
一
覧
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梢
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］
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主
・
村
假
１
台
村
内
皐
硯
類
・
組
合
・
村
役
人
｜
平
日
身
椙
＝Ｚ石；7百
｢JlFnUjJlJJJl
甚
身
持
悪
〈
、
農
業
営
み
申
さ
ず
、
不
孝
・
道
普
請
村
一
同
に
も
出
会
申
さ
ず
届
け
出
も
せ
ず
家
作
始
め
、
家
作
地
所
前
々
の
場
所
と
引
違
い
酒
粭
の
う
え
不
法
行
為
女房と口論のうえ両親より|日離帳付願出
権
太
郎
娘
か
つ
と
密
通
新
右
衛
門
と
密
通
村
内
家
出
人
一
宿
い
た
さ
せ
春
日
明
神
祭
礼
獅
子
舞
村
役
人
井
若
衆
中
へ
も
相
談
無
く
稽
古
風
斗
取
登
せ
度
々
家
出
娘
誘
引
き
出
し
一
件
の
際
疑
請
け
娘
誘
引
き
出
し
一
件
の
際
疑
請
け
農
業
不
精
に
い
た
し
甚
身
不
正
女
子
引
き
取
り
途
中
に
て
酒
を
飲
み
、
遅
刻
女
房
復
縁
の
際
酒
給
の
う
え
不
行
跡
平
日
大
酒
を
好
み
、
農
業
不
精
い
た
し
、
度
々
悪
し
き
風
聞
有
之
大
酒
を
好
み
酒
代
返
金
延
引
酒
代
金
催
促
の
と
こ
ろ
､
押
し
合
い
の
う
え
金
子
紛
失
､
村
役
人
に
不
当
の
挨
拶
小
商
い
小
屋
土
壁
破
ら
れ
五
兵
衛
持
小
家
打
ち
破
ら
れ
－
件
に
疑
心
掛
け
ら
れ
預
か
り
金
子
持
参
の
う
え
家
出
平
日
大
酒
い
た
し
、
と
か
く
組
合
村
内
事
立
を
好
み
平
日
農
業
不
精
い
た
し
、
昼
夜
遊
歩
行
、
妻
子
養
方
手
当
て
も
不
行
届
き
平
日
身
持
ち
不
宜
、
昼
夜
遊
歩
行
、
農
業
不
精
年
代
作
成
者
宛
名
作
成
理
由
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農
業
不
精
、
御
用
の
際
の
呼
び
出
し
に
も
不
参
人
別
調
印
の
際
、
酒
給
の
た
め
御
用
差
支
え
長
谷
部
新
田
よ
り
相
手
取
ら
れ
出
訴
届
け
を
請
け
伜
心
得
違
い
－
件
に
つ
き
組
合
井
村
内
へ
相
談
無
く
、
自
分
の
存
意
に
て
他
村
へ
印
書
差
出
無
沙
汰
に
他
行
し
、
帰
ら
ず
文
右
衛
門
家
事
不
取
り
締
ま
り
よ
り
文
右
衛
門
女
房
と
半
兵
衛
と
悪
し
き
風
聞
有
之
農
業
を
嫌
い
、
不
行
跡
募
り
身
持
ち
不
宜
、
取
締
出
役
廻
村
ま
で
村
預
け
申
し
付
け
ら
れ
農
業
を
怠
り
、
身
持
ち
不
宜
、
取
締
出
役
廻
村
ま
で
村
預
け
申
し
付
け
ら
れ
身
持
ち
不
宜
、
取
締
出
役
よ
り
召
出
さ
れ
忰
徳
次
郎
一
件
に
て
自
分
の
存
意
か
ら
疑
心
か
け
ら
れ
平
日
不
行
跡
に
て
、
風
聞
不
宜
平
日
農
業
不
精
に
い
た
し
、
所
持
の
畑
荒
し
農
業
を
怠
り
、
所
持
の
畑
を
荒
し
、
不
心
得
の
事
募
り
`
伜
万
吉
酒
狂
に
て
御
村
清
蔵
妹
と
契
約
有
之
と
理
不
尽
成
る
始
末
他
村
地
内
山
林
に
て
他
村
百
姓
と
喧
嘩
不
正
の
筋
有
之
、
火
附
盗
賊
改
に
召
補
ら
れ
酒
狂
の
う
え
通
り
が
か
り
へ
打
榔
届
出
無
く
神
社
仏
閣
拝
礼
に
出
大
門
村
百
姓
妹
と
馴
れ
合
い
、
誘
い
出
し
、
家
出
名
主
・
村
役
人
名
主
名
主
・
村
役
人
名
主
・
村
役
人
理
右
衛
門
（文右衛門）
（文右衛門）
弥
兵
衛
天保７．３．２０
天保１２．４．２１
天保14.正．
天保1４．２．
名
主
名
主
・
村
役
人
天保１４．３．２９
天保1４．６．１９
(留五郎）
(半兵衛・文右衛門）
人人
役役
村村
人人・人人人・
役役主役役役主
村村名村村村名 ●
村・木・村
主主主主主主主主門主主シ主門
名名名名名名名名大名名三名大
天保１５．６．２９
天保15.8.19
天保１５．８．１９
天保１５．８．２５
弘化３．８．
嘉永元.10.22
嘉永元.10.22
嘉永２．８．
嘉永４．２．１４
嘉永４３．２５
嘉永５．８．２７
嘉永７.閏7.19
安政４．９．
安政６．５．１４
孫
八（文右衛門忰徳次郎）
（半兵衛忰半次郎）
（文右衛門忰徳次郎）
（文右衛門）
（文右衛門）
（留五郎）
（留五郎）
当
人
万
吉
親
五
兵
衛
（徳次郎・半次郎）
（勝五郎）
金
三
郎
・
吹
上
村
忠
蔵
代
助当人
兄
金
兵
衛
典
拠
：
吉
野
禎
次
家
文
書
註
：
作
成
者
項
目
中
の
（
）
表
示
の
百
姓
は
、
下
師
岡
新
田
の
百
姓
を
示
し
て
い
る
。
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典拠：吉野禎次家文書
註ｌ：年齢及び関係の項目については、『青梅市史史料集』第33号、第34号、第36号を参照した。
２：欠落・勘当人項目中の（）表示の百姓は、下師岡新田の百姓を示している。
組
合
甚
兵
衛
⑳
名
主
千
右
衛
門
殿
村
役
人
中
（〃）
この史料は、百姓左平次が忰忠次郎の「身持不
宜
」
こ
と
を
理
由
と
し
て
勘
当
の
う
え
、
旧
離
帳
付
願
い
を名主及び村役人に提出しているものである。後
述
す
る
よ
う
に
、
明
確
に
分
類
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
旧
離
帳
付
け
願
い
に
は
、
「
失
院
（
欠
落
）
し
た
親
類
と
の
親
族
関
係
を
断
絶
す
る
行
為
」
で
あ
る
旧
離
の
場
合
と
「
親
が
こ
ら
し
め
の
た
め
に
子
を
放
逐
す
る
行
為
で
（州）
ある」勘当の場〈口とがある。いずれ
にして
も、基
本
的
に
は
、
親
あ
る
い
は
親
族
が
身
持
不
埒
な
子
ま
た
は
縁
者
に
対
す
る
行
為
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
か
っ
たのである。
下
師
岡
村
に
お
け
る
旧
離
勘
当
願
い
も
表
に
し
て
み
よ
う（第５表）。
こ
こ
で
も
、
ま
ず
第
一
に
、
旧
離
勘
当
願
い
は
詫
証
文
ほ
ど
の
数
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
近
世
後
期
に
作
成
さ
れていることが確認できよう。
第
二
に
、
作
成
さ
れ
る
理
由
と
し
て
、
家
出
と
共
に
詫
証
文
の
作
成
理
由
で
も
多
数
確
認
で
き
た
身
持
不
埒
や
農
四○
年代 欠落・勘当人 関係 理由
天明８．９．
寛政４．４
寛政９．正．
寛政９．正．
寛政1２．４．
文化元．３．６
文化２．９．２４
文化1２．３．
文化1３．９
文化１３．９．
文化1５．３．
文政２．５．２４
文政５．５．６
天保６．３．１２
天保1０．４．５
天保１０．４．１１
嘉永４．２．１７
(伝右衛門忰庄左衛門）
丑之助娘かつ
権太郎娘かつ
孫右衛門忰新右衛門
五郎右衛門忰清八
政右衛門弟勘平
(惣右衛門伜儀兵衛）
(忠兵衛忰利兵衛）
(寅蔵女房みよ）
(左平次親類佐右衛門）
左平次忰忠次郎
(左平次女房もと）
武右衛門
孫八
伊右衛門,伜理右衛門
千右衛門'伜啓五郎
五兵衛忰万吉
閲
囲
朋
加
皿
朋
別
Ⅳ
蛆
蛆
朋
町
朋
一
明
弘
肥
女
女
男
男
長
長
長
長
弟
一
一
｜房女
男
房
長
長
女
家
男
男
長
長
身持不埒、農業不精
家出
身持不埒、家出
身持不埒、家出
身持不埒
身持不宜、農業不精
家出
家出
家出
家出
身持不宜
家出
身持不埒
身持不埒
不身持
農業不精
身持不宜
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業
不
精
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
内
、
寛
政
九
二
七
九
七
）
年
正
月
作
成
さ
れ
た
新
右
衛
門
の
旧
離
帳
付
願
い
で
は
、
「
家
出
致
立
帰
り
不
申
」
「
身
持
甚
不
宜
」
「
農
業
等
も
不
仕
、
昼
夜
遊
ひ
歩
行」「不益之金銭を遣ひ捨」「田畑を質入一一いたし」「家督
一一も相離」などの文言が連なっている。つまり、家出と身
持
不
埒
、
身
持
不
宜
、
あ
る
い
は
農
業
不
精
と
は
、
意
味
的
に
さ
ほ
どの違いは見ることはできないようなのである。
第
三
に
、
旧
離
勘
当
願
い
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
百
姓
は
二
○
代
が
最
も
多
い
。
こ
の
年
齢
層
は
、
村
落
で
の
生
産
、
生
活
を
中
心
と
な
っ
て
担
う
べ
き
者
た
ち
と
い
え
る
。
｜
方
、
『
家
』
内
部
に
お
い
て
は
、
家
長
と
な
る
こ
と
は
稀
で
、
い
ま
だ
家
長
の
管
理
下
に
あ
る
（い）
年
齢
層
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
で
は
、
改
め
て
詫
証
文
と
旧
離
勘
当
願
い
の
関
連
を
見
て
い
こ
う
。
次
に
掲
げ
る
史
料
は
、
下
師
岡
村
に
ほ
ど
近
い
南
小
曾
木
村
の
旧
離
勘
当
願
い
と
詫
証
文
と
を
関
連
づ
け
る
事
例
で
あ
る
。
八
史
料
ｎ
Ｖ
水
穴
清
太
郎
不
埒
二
付
、
父
清
兵
衛
願
出
候
は
、
清
太
郎
義
不
埒
、
人
の
異
見
も
不
用
候
に
依
、
張
外
の
趣
名
主
方
へ
申
立
候
処
、
当
役
に
て
も
当
人
呼
、
相
尋
候
処
、
当
人
心
得
達
の
事
有
候
に
付
、
明
日
迄
に
得
と
か
ん
が
え
、
あ
い
さ
つ
可
致
由
被
申
候
に
付
、
十
六
日
組
合
・
組
頭
つ
れ
出
す
、
然
共
当
人
了
簡
達
近
世
後
期
の
村
社
会
と
「
村
用
」
（
米
崎
）
の
事
を
申
故
、
組
合
直
右
衛
門
、
庄
右
衛
門
行
、
小
虫
秀
七
、
岩
倉
五
右
衛
門
出
、
名
主
よ
り
下
ケ
を
願
候
て
異
見
致
し
候
処
、
漸
々
承
知
致
候
に
付
、
十
七
日
の
夜
名
主
方
へ
詫
入
相
済
申
し
候
、
隠
居
清
兵
衛
表
を
張
、
清
太
郎
へ
や
住
と
成
、
夫
婦
に
て
は
け
の
借
金
払
可
仕
由
に
て
相
済
候
八史料皿Ｖ
若
者
日
待
ち
有
、
今
日
亀
右
衛
門
口
開
に
て
清
太
郎
事
、
去
る
十
月
よ
り
藤
助
宅
に
居
り
候
処
、
是
迄
五
右
衛
門
引
受
に
て
居
り
候
、
猶
又
是
よ
り
庭
場
一
同
へ
咄
し
有
、
相
頼
み
酒
三
升
持
参
致
し
候
、
是
に
よ
り
父
清
兵
衛
、
清
太
郎
を
帳
外
可
致
し
趣
申
出
し
候
に
付
、
名
主
、
庄
之
介
・
五
右
衛
門
よ
り
組
頭
両
人
方
へ
咄
し
有
、
庭
場
若
衆
宗
代
三
□
右
衛
門
・
重
左
衛
門
両
人
、
当
組
合
直
右
衛
門
・
熊
次
郎
四
人
に
て
清
兵
衛
方
へ
行
、
清
太
郎
詫
事
申
候
え
共
、
清
兵
衛
聞
入
無
之
、
是
非
共
帳
外
致
し
由
申
故
、
参
り
候
、
去
共
何
に
て
も
一
シ
趣
意
無
之
て
は
不
帰
と
申
け
れ
ば
、
し
か
れ
ば
帳
外
の
事
は
の
べ
に
致
す
と
申
故
、
そ
れ
に
て
皆
々
帰
り
、
其
旨
組
頭
五
右
衛
門
方
へ
咄
し
致
し
候
処
、
清
太
郎
を
帳
外
は
の
べ
に
相
成
候
は
ば
、
其
儘
に
て
差
置
事
に
猶
又
水
穴
方
へ
咄
し
に
来
り
候
と
の
事
也
（卯）
ま
ず
、
八
史
料
Ⅱ
Ｖ
は
、
隠
居
清
兵
衛
が
息
子
清
太
郎
の
不
埒
な
こ
と
に
よ
る
帳
外
願
い
を
名
主
に
申
し
出
て
い
る
記
述
で
あ
る
。
清
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●
太郎の不埒な内容は明らかではないが、一」れに対して、組
合
、
組
頭
が
立
ち
入
り
、
名
主
宛
て
の
詫
証
文
と
引
き
替
え
に
帳
外
願いの取り下げを行っている。
（別）
八
史
料
皿
Ｖ
は
、
再
び
清
兵
衛
が
息
子
清
太
郎
の
帳
外
願
い
を
名
主
に
申
し
出
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
清
太
郎
は
こ
の
前
年
、
近
村
の
湯
屋
に
て
盗
ん
だ
着
栩
を
質
入
れ
し
て
得
た
金
銭
で
博
打
を
行
っ
て
（犯）
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
清
兵
衛
の
申
し
出
に
対
し
て
、
名
主
は
組
頭
へ
伝
え
、
若
衆
惣
代
と
組
合
が
清
兵
衛
の
も
と
へ
行
き
、
帳
外
を
取
り
下
げ
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
帳
外
は
延
期
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
身
持
不
埒
な
百
姓
に
対
し
て
、
村
落
側
で
は
、
旧
離
帳
付
け
願
い
に
よ
っ
て
村
落
か
ら
放
逐
す
る
方
法
と
詫
証
文
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
村
内
部
に
留
め
て
お
く
方
法
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
方
法
は
、
全
く
相
反
す
る
も
の
で
は
な
く
、
｜
連
の
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
旧
離
帳
付
願
い
を
作
成
し
、
そ
の
ま
ま
帳
外
と
な
る
こ
と
は
稀
で
、
そ
の
過
程
で
詫
証
文
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
ま
ま
村
内
部
に
保
留
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
下
師
岡
村
の
事
例
で
見
た
よ
う
に
、
旧
離
勘
当
願
い
よ
り
詫
証
文
の
作
成
数
が
多
い
の
も
、
こ
の
こ
と
に
よ
ると考えられる。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
は
、
帳
外
願
い
を
訴
え
る
情
兵
衛
『
家
』
に
対
し
て
、
組
合
や
若
衆
惣
代
な
ど
は
帳
外
を
取
り
下
げ
、
村
内
部
に
保
留
す
る
方
向
に
努
力
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
『
家
』
と
『村』との身持不埒な百姓への対応は異なるのである。
で
は
、
帳
外
願
い
や
詫
証
文
の
作
成
が
こ
れ
だ
け
近
世
後
期
に
集
中
し
て
い
る
の
に
は
、
い
か
な
る
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
家
出
人
や
身
持
不
埒
な
者
が
近
世
後
期
に
な
っ
て
「
存
在
」
す
る
意
味
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
従
来
の
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
農
民
層
分
解
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
の
糧
を
求
め
る
た
め
に
、
家
出
人
や
身
持
不
埒
と
な
る
者
を
排
出
す
る
客
観
的
な
条
件
は
そ
ろ
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
る
。
ま
た
、
（兜）
近
世
後
期
の
通
俗
道
徳
の
形
成
も
見
落
と
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
｜
方
、
幕
府
の
農
村
政
策
を
見
落
と
す
こ
と
も
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
も
と
も
と
、
村
内
の
百
姓
は
、
宗
門
人
別
帳
に
把
握
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
帳
外
願
い
を
村
役
人
に
提
出
す
る
こ
と
は
当
然
の
（別）
ことといえる。さ》ｂに、次に掲げる史料は、文政一○（一
八
二
七
）
年
、
改
革
組
合
村
が
設
定
さ
れ
る
時
に
、
幕
府
が
村
々
に
申
し
渡
し
、
作
成
さ
せ
た
化
政
期
に
お
け
る
幕
令
の
集
大
成
と
も
い
え
る
内
容
を
も
つ
議
定
書
の
中
の
一
条
で
あ
る
。
八史料旧Ｖ
｜村々之内心得達一一而、農業ヲ嫌ひ遊歩行、親類・組
合
・
村
役
人
異
見
取
用
不
申
辿
、
直
二
帳
外
者
不
致
、
組
合
四
一
一
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村役人江相談、異見差加、其上一一茂不取用候ハ、帳
外いたし、肌心得達有之候速、後難ヲ恐れ無宿一一い
たし候得者、可便処無之、弥増シ悪事仕成候二付、
無
宿
二
不
致
、
以
前
厳
敷
教
諭
可
致
候
事
こ
こ
で
、
幕
府
は
、
「
農
業
ヲ
嫌
ひ
、
遊
歩
行
」
い
わ
ゆ
る
身
持
不
埒
な
百
姓
に
対
し
て
、
む
や
み
に
帳
外
と
せ
ず
、
村
内
で
の
教
諭
を
心
が
け
る
よ
う
申
し
渡
し
て
い
る
。
村
落
や
『
家
』
の
解
体
は
、
幕府の基盤の喪失でもあったのである。
し
か
し
、
幕
府
の
政
策
に
よ
っ
て
詫
証
文
や
旧
離
勘
当
願
い
の
作
成
が
増
え
た
と
考
え
る
こ
と
も
早
計
で
あ
ろ
う
。
本
来
、
『
家
』
内
部
の
問
題
ｌ
と
り
わ
け
、
身
持
不
埒
な
ど
生
活
態
度
や
規
範
に
関
わ
（弱）
る
問
題
ｌ
は
家
長
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
か
壽
ｂ
で
あ
る
。
一
方
、
前
近
代
に
お
い
て
、
「
家
』
は
『
村
』
か
ら
閉
じ
ら
れ
た
私
的
な
空
間
と
し
て
独
立
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
し
ば
し
ば
『
村
』
の
慣
行
に
違
反
し
た
婚
姻
な
ど
で
は
、
『
村
』
の
若
者
仲
間
が
中
心
と
な
っ
て
儀
礼
的
な
制
裁
行
為
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
『
家
』
内
部
の
問
題
が
『
村
』
の
問
題
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、
近
世
後
期
に
は
、
『
村
』
の
経
済
か
ら
独
立
し
て
く
る
富
農
層
を
中
心
に
、
『
村
』
の
儀
礼
的
な
制
裁
行
為
と
対
立
す
る
動
向
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
こ
の
こ
と
は
、
『
家
』
の
秩
序
が
『
村
』
の
秩
序
か
ら
独
立
し
て
く
近
世
後
期
の
村
社
会
と
「
村
用
」
（
米
崎
）
る
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
際
、
『
家
』
内
部
の
問
題
を
担
保
す
る
存
在
と
し
て
、
行
政
的
な
枠
組
み
が
浮
上
し
て
く
る
の
（卵）
である。
身
持
不
埒
な
百
姓
に
対
す
る
『
家
』
や
『
村
』
の
対
応
も
、
従
来
の
『
家
』
や
『
村
』
秩
序
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
『
家
』
も
行
政
機
関
で
あ
る
村
役
人
に
旧
離
勘
当
願
い
を
作
成
し
、
『
村
』
側
も
身
持
不
埒
な
百
姓
に
は
、
行
政
機
関
で
あ
る
村
役
人
宛
に
詫
証
文
を
作
成
す
る
こ
と
で
対
応
を
図
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
身
持
不
埒
な
百
姓
に
と
っ
て
み
る
と
、
詫
証
文
を
村
役
人
宛
に
作
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
ど
お
り
の
村
落
生
活
が
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
身
持
不
埒
な
百
姓
に
と
っ
て
、
村
役
人
は
担
保
す
る
位
置
に
あったことを意味しよう。いずれにしても『家』、『村』と
も
に
行
政
的
枠
組
み
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
『
家
』
と
『
村
』
の
変
化
を
ふ
ま
え
て
初
め
て
詫
証
文
や
旧
離
勘
当
願
い
な
ど
の
増
加
と
い
っ
た
村
落
に
お
け
る
行
政
機
能
が
浮
上
し
て
く
る
動
向
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か。その点で『家』、『村』、幕府の意図は合致していたの
で
あ
る
。
そ
し
て
、
行
政
的
な
村
落
の
枠
組
み
の
浮
上
を
示
す
指
標
が
、
小
前
百
姓
の
『
家
』
が
意
識
す
る
「
村
用
」
と
い
う
文
言
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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小
稿
で
は
、
近
世
後
期
の
村
方
文
書
に
散
見
さ
れ
る
「
村
用
」
と
い
う
文
言
を
導
き
に
、
村
政
の
変
化
を
身
分
制
的
観
点
か
ら
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
『
家
』
と
『
村
』
と
村
と
い
う
三
者
の
関
係
か
ら
当
該
時
期
に
お
け
る
行
政
の
意
義
に
つ
い
て
、
検
討
を
試
み
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
以
下
の
点
を
指
摘
し
た
。
①
村
役
人
が
指
示
し
、
小
前
百
姓
が
勤
め
る
べ
き
行
政
的
負
担
を
意
味
す
る
「
村
用
」
と
い
う
文
言
は
、
近
世
後
期
の
村
社
会
内
部
の
変
動
の
中
で
、
百
姓
が
主
体
的
に
意
味
づ
け
を
行
っ
た
も
の
で
あった。
②
近
世
後
期
に
お
け
る
小
前
百
姓
の
村
政
参
画
に
よ
り
、
村
役
人
は
「
御
用
」
と
と
も
に
「
村
用
」
を
か
え
り
み
る
役
職
で
あ
る
と
い
う
社
会
意
識
が
芽
生
え
た
。
「
御
用
」
と
「
村
用
」
及
び
村
内
部
の
日
常
生
活
を
記
し
た
役
用
日
記
は
そ
の
社
会
意
識
の
表
象
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
社
会
意
識
は
身
分
制
的
な
家
職
意
識
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
り
、
小
前
百
姓
か
ら
も
認
知
さ
れ
た
も
の
で
あった。
③
近
世
後
期
の
村
社
会
に
は
身
持
不
埒
、
農
業
不
精
、
家
出
人
が
「
存
在
」
し
た
。
こ
れ
ら
の
百
姓
に
対
し
て
、
村
内
部
で
は
、
旧
離
勘
当
願
い
に
よ
っ
て
排
除
す
る
方
法
と
詫
証
文
の
作
成
に
よ
っ
お
わ
り
に
法
政
史
学
第
四
十
八
号
て
保
留
す
る
方
法
が
あ
っ
た
。
前
者
は
『
家
』
の
意
向
が
強
く
、
後
者
は
『
村
』
と
幕
府
の
意
向
で
も
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
の
方
法
も
『
家
』
や
「
村
』
の
内
部
問
題
が
行
政
的
枠
組
み
に
依
存
す
る
構
造
で
あ
っ
た
。
そ
の
行
政
的
枠
組
み
浮
上
の
指
標
と
も
い
え
る
も
の
が
、
小
前
百
姓
の
『
家
』
が
意
識
す
る
「
村
用
」
と
い
う
文
言であった。
ま
さ
に
、
近
世
後
期
’
’
九
世
紀
の
前
半
ｌ
は
村
社
会
に
と
っ
て
は
村
用
の
時
代
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
さ
て
、
い
つ
も
通
り
雑
な
検
討
に
終
始
し
て
し
ま
っ
た
が
、
最
後
に
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
次
の
二
点
を
掲
げ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
第
一
は
、
『
家
』
を
め
ぐ
る
社
会
状
況
と
内
部
秩
序
の
検
討
で
あ
る
。
詫
証
文
や
旧
離
勘
当
願
い
に
関
わ
る
限
り
で
の
社
会
状
況
と
『
家
』
の
内
部
秩
序
に
つ
い
て
触
れ
た
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
近
世
を
通
じ
て
検
討
す
べ
き
課
題
と
い
え
る
が
、
と
り
わ
け
、
近
代
国
家
形
成
過
程
に
お
け
る
家
の
形
成
と
『
村
』
内
部
の
社
会
状
況
の
変
容
及
び
両
者
の
連
関
を
学
制
な
ど
の
国
家
政
策
を
も
ふまえて検討していきたい。
第
二
点
は
、
行
政
機
関
に
関
わ
る
課
題
が
あ
る
。
周
知
の
ご
と
く
、
明
治
政
府
は
大
区
小
区
制
に
お
い
て
戸
・
副
戸
長
と
と
も
に
村
用
掛
を
設
置
す
る
。
こ
れ
ら
の
「
重
層
的
」
な
行
政
機
構
に
つ
い
て
改
め
て
そ
の
実
態
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。
四
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近
世
後
期
の
村
社
会
と
「
村
用
」
（
米
崎
）
註（
１
）
久
留
鳥
浩
「
百
姓
と
村
の
変
質
」
（
『
日
本
通
史
』
第
旧
巻
、
岩
波
書
店
、
’
九
九
五
年
）
と
そ
の
論
稿
に
収
め
ら
れ
た
諸
論
文
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
。
（
２
）
佐
々
木
潤
之
介
『
幕
末
社
会
論
』
塙
書
房
、
’
九
六
九
年
。
こ
の
中
で
、
村
役
人
は
共
同
体
構
成
員
の
代
表
者
で
あ
る
一
方
、
領
主
の
農
民
支
配
機
構
の
末
端
と
し
て
機
能
す
る
二
重
の
性
格
論
と
し
て
説
明
さ
れ
た
こ
と
は
、
村
落
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
（
３
）
広
瀬
隆
久
「
幕
藩
制
解
体
期
に
お
け
る
村
と
農
民
闘
争
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
別
冊
特
集
、
’
九
七
四
年
一
二
月
）
、
薮
田
貫
「
畿
内
に
お
け
る
幕
藩
制
支
配
と
村
落
の
諸
特
質
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
別
冊
特
集
、
’
九
七
四
年
一
二
月
）
、
そ
の
後
の
研
究
と
し
て
は
、
広
瀬
隆
久
「
天
保
期
の
村
方
騒
動
と
相
給
村
落
」
（
『
天
保
期
の
人
民
闘
争
と
社
会
変
革
』
上
、
校
倉
書
房
、
一
九
八
○
年
）
、
並
木
克
央
「
村
方
騒
動
と
そ
の
背
景
に
関
す
る
一
考
察
」
Ｑ
地
方
史
研
究
』
第
一
七
一
号
、
’
九
八
一
年
）
を
村
請
制
及
び
名
主
の
機
能
を
動
態
的
に
分
析
し
た
論
稿
と
し
て
掲
げ
て
お
き
た
い
。
（
４
）
水
本
邦
彦
『
近
世
の
村
社
会
と
国
家
』
東
京
大
学
出
版
会
、
’
九
八
七
年
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
諸
論
稿
。
（
５
）
久
留
島
浩
「
甲
州
市
川
代
官
所
管
下
の
天
領
に
お
け
る
郡
中
惣
代
の
機
能
に
つ
い
て
」
（
１
）
。
（
２
）
（
『
信
濃
』
第
三
○
巻
’
第
五
号
・
第
六
号
、
一
九
七
八
年
）
（
６
）
そ
の
後
の
組
合
村
や
地
域
秩
序
に
関
す
る
研
究
は
、
熊
沢
徹
「
〔
補
説
〕
組
合
村
（
村
連
合
）
」
（
『
日
本
歴
史
体
系
３
近
世
』
山
川
出
版
社
、
’
九
八
八
年
）
、
久
留
島
浩
「
組
合
村
（
村
連
合
）
と
地
域
秩
序
」
（
村
上
直
編
『
日
本
近
世
史
研
究
事
典
」
東
京
堂
出
版
、
’
九
八
九
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
（
７
）
奥
村
弘
『
大
区
小
区
制
』
期
の
地
方
行
財
政
制
度
の
展
開」（『日本史研究』第二五八号、’九八四年）をはじめ
と
す
る
奥
村
氏
の
業
績
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
。
（
８
）
薮
田
貫
『
国
訴
と
百
姓
一
摸
の
研
究
』
校
倉
書
房
、
’
九
九
二年
（
９
）
保
坂
裕
輿
「
村
方
文
書
と
文
書
の
作
成
・
管
理
シ
ス
テ
ム
」
（
『
学
習
院
史
料
館
紀
要
』
第
六
号
、
一
九
九
二
年
）
、
同
「
近
世
五
郎
兵
衛
新
田
に
お
け
る
記
録
管
理
と
村
政
」
白
学
習
院
史
料
館
紀
要
』
第
七
号
、
’
九
九
三
年
）
（
、
）
近
年
の
由
緒
を
め
ぐ
る
一
連
の
研
究
は
、
久
留
島
浩
・
吉
田
伸
之
編
『
近
世
の
社
会
集
団
』
山
川
出
版
社
、
’
九
九
五
年
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。
（
、
）
久
留
島
浩
「
近
世
の
村
の
高
札
」
（
永
原
塵
二
編
『
大
名
領
国
を
歩
く
」
吉
川
弘
文
館
、
’
九
九
三
年
）
、
富
善
一
敏
「
検
地
帳
所
持
・
引
継
争
論
と
近
世
村
落
」
（
『
関
東
近
世
史
研
究
』
第
三
八
号
、
’
九
九
五
年
）
（
皿
）
渡
邊
尚
志
「
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
村
と
地
域
」
（
『
史
料
館
研
究
紀
要
』
第
二
四
号
、
’
九
九
三
年
）
（
旧
）
矢
沢
洋
子
「
近
世
村
落
と
村
財
政
」
（
『
史
学
雑
誌
』
第
九
四
編
第
一
○
号
、
一
九
八
五
年
）
（
ｕ
）
註
（
９
）
保
坂
論
文
四五
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法
政
史
学
第
四
十
八
号
（
旧
）
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
安
良
城
盛
昭
『
幕
藩
制
社
会
の
成
立
と
構
造
』
御
茶
の
水
書
房
、
’
九
五
九
年
、
大
石
慎
三
郎
『
近
世
村
落
の
構
造
と
家
制
度
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
六
八
年
、
大
島
真
理
夫
『
近
世
に
お
け
る
村
と
家
の
社
会
構
造
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
七
八
年
が
あ
る
（
旧
）
大
藤
修
「
身
分
と
家
」
（
深
谷
克
己
・
松
本
四
郎
編
『
講
座
日
本
近
世
史
』
三
幕
藩
制
社
会
の
構
造
、
有
斐
閣
、
’
九
八
○
年
）
（
Ⅳ
）
桜
井
昭
男
「
近
世
村
落
と
『
百
姓
株
芒
白
関
東
近
世
史
研
究
』
第
二
○
号
、
’
九
八
六
年
）
は
、
近
世
後
期
に
至
っ
て
も
解
体
す
る
こ
と
の
な
い
村
落
の
論
理
を
百
姓
株
を
素
材
に
検
討
し
た
論
稿
と
し
て
評
価
で
き
る
。
（
旧
）
近
世
の
「
家
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
水
林
彪
『
封
建
制
の
再
編
と
日
本
的
社
会
の
確
立
』
山
川
出
版
社
、
’
九
八
七
年
、
同
「
日
本
近
世
団
体
論
」
（
『
日
本
史
研
究
』
第
三
七
九
号
、
’
九
九
四
年
）
に
よ
り
、
イ
エ
社
会
論
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
薮
田
貫
「
近
世
社
会
の
日
本
的
性
格
と
『
家
』
Ｓ
新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
』
第
一
一
○
三
号
、
’
九
九
一
年
）
で
は
、
イ
エ
を
中
間
団
体
と
し
て
検
討
す
る
際
の
「
家
族
」
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。
小
稿
で
は
、
近
代
に
お
け
る
「
国
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
装
置
」
と
し
て
の
家
族
へ
と
展
開
す
る
近
世
の
『
家
』
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
阪
上
孝
「
王
権
と
家
族
の
秩
序
」
（
『
思
想
』
第
七
一
○
号
、
一
九
八
三
年
）
、
西
川
長
夫
・
松
宮
秀
治
編
『
幕
末
維
新
期
の
国
民
国
家
形
成
と
文
化
変
容
』
新
曜
社
、
’
九
九
五
年
か
ら
学
ん
で
い
る
。
（
旧
）
小
稿
で
は
、
領
主
支
配
と
は
相
対
的
に
自
律
し
て
い
る
村
を
『
村
』
と
表
記
す
る
。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
塚
本
学
編
『
日
本
の
近
世
』
８
村
の
生
活
文
化
、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
二
年
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
（
別
）
関
東
近
世
史
研
究
会
一
九
九
四
年
度
大
会
は
、
「
村
社
会
と
公
共
性
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
掲
げ
ら
れ
た
。
こ
の
中
の
問
題
提
起
（
『
関
東
近
世
史
研
究
』
第
三
八
号
、
一
九
九
五
年
）
に
お
い
て
、
家
と
村
の
関
係
変
化
か
ら
公
私
の
分
離
と
公
共
性
の
発
生
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
自
体
、
筆
者
も
異
論
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
｜
般
論
す
ぎ
る
と
い
う
指
摘
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
（
渡
邊
尚
志
「
平
野
報
告
〔
コ
メ
ン
ト
〕
『
関
東
近
世
史
研
究
」
第
三
八
号
所
収
）
。
な
お
、
近
世
に
お
い
て
は
、
家
と
村
と
い
う
二元構造ではなく、家と『村』と村という一一一元構造の中
で
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
点
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
桜
井
報
告
〔
コ
メ
ン
ト
〕
」
（
『
関
東
近
世
史
研
究
』
第
二
○
号
、
’
九
八
六
年
）
及
び
「
近
世
後
期
に
お
け
る
婚
姻
儀
礼
慣
行
と
村
社
会
」
（
『
関
東
近
世
史
研
究
』
第
二
二
号
。
’
九
八
七
年
）
で
行
っ
た
。
ま
た
、
註
（
旧
）
薮
田
論
文
に
お
い
て
も
、
「
家
族
」
と
共
に
、
『
村
』
社
会
を
起
点
に
お
い
た
研
究
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
別
）
『
小
山
市
史
』
史
料
編
。
近
世
一
六
七
四
頁
（
皿
）
『
都
留
市
史
』
資
料
編
古
代
・
中
世
・
近
世
Ｉ
五
○
七
頁
（
閉
）
『
小
金
井
市
誌
』
第
Ⅲ
巻
一
二
二
頁
（
別
）
『
福
生
市
史
資
料
編
』
近
世
一
二
七
二
頁 四六
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近世後期の村社会と「村用」（米崎）
（
閲
）
吉
野
禎
次
家
文
書
（
妬
）
萱
沼
安
孝
家
文
書
（
富
士
吉
田
市
教
育
委
員
会
『
富
士
吉
田
市
史
資
料
所
在
目
録
』
第
四
集
所
収
）
（
Ⅳ
）
百
姓
が
勤
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
負
担
に
つ
い
て
は
、
田
畑
完
渡
証
文
や
跡
式
相
続
証
文
な
ど
に
も
内
容
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
土
地
の
移
動
に
関
わ
る
限
り
で
の
負
担
で
あ
る
。
後
者
の
場
合
は
、
相
続
す
べ
き
『
家
』
が
勤
め
て
き
た
負
担
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
跡
式
相
続
の
場
合
は
、
『
家
』
そ
の
も
の
の
相
続
で
あ
る
こ
と
に
対
し
、
「
村
用
」
文
言
の
見
え
る
史
料
は
、
『
家
』
の
内
部
秩
序
の
動
揺
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
が
多
い
。
｜
方
、
「
村
役
」
と
い
う
文
言
も
近
世
村
方
文
書
に
は
多
用
さ
れ
て
い
る
。
「
村
用
」
文
言
の
古
文
書
学
的
検
討
は
後
日
の
課
題
と
し
た
い
。
（
肥
）
本
節
は
、
筆
者
が
一
九
八
五
年
六
月
第
一
八
回
日
本
古
文
書
学
会
大
会
に
お
い
て
報
告
し
た
「
近
世
村
方
文
書
に
お
け
る
役
用
日
記
に
つ
い
て
」
を
修
正
し
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
（
別
）
国
立
史
料
館
所
蔵
富
沢
家
文
書
一
五
○
四
号
文
書
（
釦
）
地
方
史
研
究
協
議
会
編
『
地
方
史
研
究
入
門
』
岩
波
書
店
、
’九五五年
（
釦
）
註
（
１
）
久
留
鳥
論
文
。
ま
た
、
岩
橋
清
美
「
近
世
村
落
に
お
け
る
村
落
の
変
容
と
家
意
識
」
白
法
政
史
論
』
第
一
九
号
、
’
九
九
二
年
）
で
は
、
柴
崎
村
名
主
鈴
木
平
九
郎
「
公
私
日
記
」
が
家
再
興
と
家
格
上
昇
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
、
と
し
て
い
る
。
（
皿
）
こ
れ
ら
七
ケ
村
の
名
主
が
筆
録
し
た
日
記
の
内
、
改
革
組
合
村
の
大
小
惣
代
を
勤
め
た
『
家
」
の
日
記
が
質
量
と
も
に
充
実
し
ている。
（
羽
）
蓮
光
寺
村
に
関
す
る
研
究
は
、
註
（
皿
）
渡
邊
論
文
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
（
帥
）
国
立
史
料
館
所
蔵
富
沢
家
文
書
二
○
四
九
号
文
書
よ
り
弘
化
二年「公私日用雑記」裏表紙に「魯平」と記されている。
（
開
）
国
立
史
料
館
所
蔵
富
沢
家
文
書
一
四
八
六
号
文
書
（
鉛
）
国
立
史
料
館
所
蔵
富
沢
家
文
書
一
九
一
二
号
文
書
（
師
）
国
立
史
料
館
所
蔵
富
沢
家
文
書
一
五
○
四
号
文
書
よ
り
文
化
十
三
年
「
諸
向
掛
合
事
用
留
」
（
胡
）
天
保
期
以
降
の
蓮
光
寺
村
に
お
け
る
村
方
出
入
り
に
つ
い
て
は
、
註
（
旧
）
渡
邊
論
文
が
分
析
し
て
い
る
。
な
お
、
筆
者
が
一
九
八
四
年
度
に
法
政
大
学
へ
提
出
し
た
修
士
論
文
に
お
い
て
、
近
世
後
期
に
お
け
る
蓮
光
寺
村
の
村
方
出
入
り
は
、
寛
政
期
ｌ
分
家
に
よ
る
新
秩
序
形
成
へ
の
端
緒
、
文
化
～
天
保
期
ｌ
名
主
「
役
」
の
成
立
期
、
弘
化
～
幕
末
期
ｌ
村
内
秩
序
対
抗
期
と
し
た
。
小
稿
で
論
及
す
る
村
用
の
時
代
と
は
、
名
主
「
役
」
の
成
立
期
以
降
に
対
応
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
（
胡
）
役
用
日
記
が
筆
録
さ
れ
始
め
る
第
二
期
と
日
次
的
に
な
り
日
常
的
な
内
容
に
ま
で
及
ぶ
第
三
期
と
は
質
的
な
差
異
で
は
な
く
、
同
質
の
中
の
発
展
形
と
し
て
考
え
て
い
る
。
（
伽
）
国
立
史
料
館
所
蔵
富
沢
分
家
文
書
八
五
号
文
書
（
Ⅲ
）
註
（
伽
）
、
な
お
、
文
化
九
年
の
議
定
書
は
、
天
保
一
二
年
の
議
定
書
よ
り
条
文
が
一
条
多
い
・
四
七
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法
政
史
学
第
四
十
八
号
（
岨
）
国
立
史
料
館
所
蔵
富
沢
家
文
書
三
五
六
号
文
書
（
蛆
）
こ
の
名
主
の
家
職
意
識
は
小
前
百
姓
に
認
知
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
入
札
な
ど
で
選
出
さ
れ
た
村
役
人
が
「
村
用
」
と
い
う
文
言
を
記
し
て
い
る
ケ
ー
ス
の
場
合
も
、
小
前
百
姓
が
名
主
役
を
家
職
と
未
分
離
な
も
の
と
し
か
と
ら
え
て
い
な
い
こ
と
を
表
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
（
ｕ
）
本
節
は
、
拙
稿
「
近
世
後
期
の
下
師
岡
村
ｌ
詫
証
文
・
旧
離
勘
当
願
い
の
考
察
か
ら
ｌ
」
（
『
吉
野
家
文
書
調
査
報
告
」
東
京
都
教
員
委
員
会
、
’
九
八
八
年
）
を
加
筆
、
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
旧
離
勘
当
を
村
の
制
裁
権
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
水
本
邦
彦
「
公
儀
の
裁
判
と
集
団
の
徒
」
白
日
本
の
社
会
史
』
第
五
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
、
後
に
『
近
世
の
郷
村
自
治
と
行
政
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
に
所
収
）
や
近
世
後
期
の
親
子
間
紛
争
が
村
内
の
『
家
』
と
『
村
』
と
の
関
連
の
中
で
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
大
藤
修
「
近
世
後
期
の
親
子
間
紛
争
と
村
落
社
会
」
（
渡
辺
信
夫
編
『
近
世
日
本
の
民
衆
文
化
と
政
治
、
河
出
書
房
新
社
、
’
九
九
二
年
）
、
詫
証
文
や
旧
離
勘
当
願
い
か
ら
日
常
的
な
罪
の
意
識
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
曽
根
ひ
ろ
み
「
民
衆
の
罪
と
責
任
意
識
」
（
ひ
ろ
た
ま
さ
き
編
『
日
本
の
近
世
』
田
民
衆
の
こ
こ
ろ
、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
四
年
）
は
、
本
稿
と
の
関
わ
り
が
深
い
。
ま
た
、
詫
証
文
や
旧
離
勘
当
願
い
を
扱
っ
た
の
論
稿
と
し
て
は
、
辻
ま
ゆ
み
「近世村落と『帳外』」白史苑』第四九巻第一号、’九八
九
年
）
北
原
糸
子
「
不
行
跡
者
と
博
変
打
」
（
『
日
本
村
落
史
講
座
七
』
生
活
Ⅱ
、
雄
山
閣
出
版
社
、
’
九
九
○
年
）
、
が
あ
る
。
（
妬
）
吉
野
禎
次
家
文
書
（
岨
）
同
様
の
傾
向
は
、
註
（
Ｍ
）
北
原
論
文
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
武
蔵
国
多
摩
郡
小
川
村
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
〃
）
吉
野
禎
次
家
文
書
（
咄
）
『
国
史
大
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
（
伯
）
家
長
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
大
竹
秀
男
『
封
建
社
会
の
農
民
家
族
』
改
訂
版
、
創
文
社
、
一
九
八
二
年
に
よ
る
実
証
的
な
研
究
がある。
（印）『日本庶民生活史料集成』第一一一巻、三一書房、’
九
七
一
年
、
五
七
五
頁
（別）『日本庶民生活史料集成』第一二巻、一一一一書房、’
九
七
一
年
、
五
八
四
頁
（塊）『日本庶民生活史料集成」第一一一巻、一一二書房、一
九
七
一
年
、
五
八
○
頁
（
昭
）
安
丸
良
夫
『
日
本
の
近
代
化
と
民
衆
思
想
』
青
木
書
店
、
’
九
七
四
年
及
び
註
（
ｕ
）
曽
根
論
文
（
別
）
文
政
一
○
年
の
「
御
取
締
改
革
之
趣
」
は
「
地
方
落
穂
集
追
加
」
ｓ
日
本
経
済
叢
書
』
巻
九
、
日
本
経
済
叢
書
刊
行
会
、
’
九
一
五
年
）
及
び
自
治
体
史
な
ど
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
「
渡
辺
家
文
書
』
第
三
巻
、
新
宿
区
教
育
委
員
会
、
’
九
九
五年を参照した。
（開）註（い）
（
弱
）
註
（
別
）
拙
稿
論
文
四
八
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